
北信地域障がい福祉自立支援協議会 議事録 
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部会名    
第 1 回 権利擁護部会 

会議で話し合われた事 

①部会長・副部会長の承認 

 【部会長】山ノ内町社会福祉協議会 山口辰也氏    【副部会長】リーガルサポートながの  竹内利一氏 

②自立支援協議会組織図等の確認 

 Ｈ30年度自立支援協議会組織図等の確認 

③障害者差別解消支援地域協議会の設置について（幹事会の報告） 

 権利擁護部会で揉んだ内容を幹事会で報告し、決まった内容として、 

  1、差別解消支援地域協議会の構成委員は、自立支援協議会構成委員＋差別解消実務者会議の代表者とする。 

  2、5 月の第 1回自立支援協議会で周知し、11月開催となる第 2回自立支援協議会で設置について諮る。 

④部会の目的 

 障がい者、高齢者等の権利をどう支えていくかについて、幅広い観点から、関係機関の連携協力体制を強化してい

く中で、誰もが住みやすい街づくりを目指していく。 

⑤部会全体での取り組みについて検討 

 ・事例検討 

 ・意思決定支援や合理的配慮の学習会 

 ・「誰もが住みやすい街づくり」のグループワークから見えた課題の解決に向けて 

⑥各ＰＪの取り組みについて検討（リーダー ・ サブリーダー） 

 ○啓発・研修ＰＪ 

 ＜メンバー＞中野社協・飯山社協・山ノ内包括・木島平社協・栄包括・リーガルサポート・のぞみの郷高社・常岩の里なが

みね・サービスセンターりんく・事務局 

 ＜活動内容＞12 月に権利擁護や成年後見制度をテーマに地域に向けた研修会を行う。そのための準備を進めてい

く。5月には内容を詰めるため、ＰＪで集まりを持つ。 

 ○地域連携ＰＪ 

 ＜メンバー＞中野包括・飯山包括・木島平包括・野沢温泉包括・栄社協・ひまわり長野・北信圏域権利擁護センター 

 ＜活動内容＞成年後見制度利用促進計画を進めていくための中核機関について、圏域としての設置が望ましいと

考えている。設置にむけて各市町村の状況を聞きながら検討を進める。また、成年後見制度の首長申

立てや制度利用に至る流れ等、市町村によって違いがあるため、情報共有しながら活用しやすいよう

に検討していく。 

 ○差別解消支援地域協議会検討ＰＪ 

 ＜メンバー＞北信保健福祉事務所・中野市障がい福祉係・飯山市障がい福祉係・山ノ内町福祉係・木島平村健康福祉

係・野沢温泉社協・栄村健康増進係・ぱあとなあながの 

 ＜活動内容＞幹事会の報告を受け、差別解消協議会の設置要綱の見直しを行った。今後も設置にむけ検討する。 

参加者所属機関名等 
北信保健福祉事務所福祉課・中野市福祉課・中野市社協・飯山市保健福祉課・飯山市包括・山ノ内町健康福祉課・山ノ内

町包括・山ノ内町社協・木島平村社協・野沢温泉村包括・栄村健康支援課・栄村包括・栄村社協・リーガルサポートながの・

北信圏域権利擁護センター・常岩の里ながみね・北信圏域障害者総合相談支援センター 

開催日時    
平成 30年 4月 24日（火）10：00～11：30 

本日のテーマ、課題等 
①部会長・副部会長の承認            ②自立支援協議会組織図等の確認 

③障害者差別解消支援地域協議会の設置について ④部会の目的の検討            

⑤部会全体での取り組みについて検討      ⑥各ＰＪの取り組みについて検討   ⑦今年度の開催日程 


